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研究成果の概要 

本研究では、生殖期特異的な長鎖 non-coding RNA 群とそこから由来する small RNA 群の生殖特異

性を明らかにする。さらに機能性 RNA を植物に導入する応答研究にも挑戦する。 

 

1. 3D多重免疫染色のイメージング技術開発 

雄しべの立体画像の取得に成功し、切片を作成せずに内部の構造を可視化するイメージングを確

立した (研究業績 3)。さらに、組織・細胞内のタンパク質局在を一度に解析する独自の 3Dイメー

ジングの技術を開発した (研究業績 2)。 

 

2. 生殖 small RNA群と Argonauteによる雄しべの空間制御システム 

Argonaute タンンパク質 (AGO) は small RNAと複合体を形成し、発現を抑制するサイレンシング

機構の中心を担う。 

三種類の AGO-small RNA 複合体の細胞内局在の特性とその機能を解析し、これら三種 AGO

の空間配置とコンビネーションによる雄しべのサイレンシングシステムを明らかにした。さらに、

二種類の AGO1b/dは、雄しべの体細胞層から生殖細胞へ移動し、small RNAのモバイルキャリア

として雄しべの発生制御に関与することを報告した (研究業績 1)。 
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